
令和２年における労働災害発生状況

北海道労働局労働基準部安全課

確定値



北海道労働局

区分 業種割合

業種別 死亡 休 業 合 計 死亡 休 業 合 計 増減数 増減率 （％） 死 亡 休 業 合 計

51 7,684 7,735 62 6,681 6,743 992 14.7 100.0 62 6,681 6,743

6 1,138 1,144 10 1,094 1,104 40 3.6 14.8 10 1,094 1,104

食 料 品 3 606 609 2 563 565 44 7.8 7.9 2 563 565

木 材 ・ 家 具 1 90 91 98 98 -7 -7.1 1.2 98 98

紙 ・ 印 刷 29 29 1 28 29 0.4 1 28 29

窯 業 ・ 土 石 42 42 1 43 44 -2 -4.5 0.5 1 43 44

金 属 ・ 機 械 1 189 190 2 173 175 15 8.6 2.5 2 173 175

そ の 他 1 182 183 4 189 193 -10 -5.2 2.4 4 189 193

鉱 山

土 石 採 取 業 1 22 23 24 24 -1 -4.2 0.3 24 24

14 889 903 20 918 938 -35 -3.7 11.7 20 918 938

土 木 工 事 業 6 314 320 9 270 279 41 14.7 4.1 9 270 279

建 築 工 事 業 6 322 328 9 405 414 -86 -20.8 4.2 9 405 414

木 造 建 築 業 144 144 1 123 124 20 16.1 1.9 1 123 124

そ の 他 2 109 111 1 120 121 -10 -8.3 1.4 1 120 121

3 211 214 2 237 239 -25 -10.5 2.8 2 237 239

6 823 829 6 765 771 58 7.5 10.7 6 765 771

道路貨物運送 4 771 775 6 719 725 50 6.9 10.0 6 719 725

陸上貨物取扱 2 52 54 46 46 8 17.4 0.7 46 46

18 18 17 17 1 5.9 0.2 17 17

4 77 81 8 94 102 -21 -20.6 1.0 8 94 102

3 141 144 1 131 132 12 9.1 1.9 1 131 132

4 1,126 1,130 3 1,002 1,005 125 12.4 14.6 3 1,002 1,005

3 454 457 1 422 423 34 8.0 5.9 1 422 423

7 2,785 2,792 11 1,977 1,988 804 40.4 36.1 11 1,977 1,988

第１３次労働災害防止計画進捗状況 12月末同月比

被災者数 増減数 増減率 被災者数 増減数 増減率

81 6,676 

51 7,735 

業種別労働災害発生状況　その１
令和2年1月1日～令和2年12月31日

令 和 ２ 年 令 和 元 年 対 前 年 令和元年確定

全 産 業 合 計

製 造 業

鉱
業

建 設 業

交 通 運 輸 事 業

陸上貨物運送事業

港 湾 運 送 業

林 業

水 産 業

商 業

清 掃 ・ と 畜 業

上記以外の 事業

死亡災害 死傷災害

基準年(平成29年)

３年目(令和２年)
-30 -37.0% 1,059 15.9%

注１　本年の死亡災害件数は集計月に把握した速報値であり、昨年の件数は各月確定後の値である。
注２　休業災害については本年・昨年ともに労働者死傷病報告書(休業４日以上）により集計期間に把握した速報値である。

第１３次労働災害防止計画の目標
平成29年と比較して令和4年までに・・・

・死亡者数を20％以上減少させる。
・死傷者数を5％以上減少させる。
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「上記以外の事業」の内訳

区分 業種割合

死亡 休業 合計 死亡 休業 合計 増減数 増減率 （％） 死 亡 休業 合計

100 100 2 129 131 -31 -23.7 1.3 2 129 131

2 306 308 3 257 260 48 18.5 4.0 3 257 260

41 41 51 51 -10 -19.6 0.5 51 51

4 4 1 1 3 300.0 0.1 1 1

160 160 145 145 15 10.3 2.1 145 145

61 61 77 77 -16 -20.8 0.8 77 77

1,470 1,470 640 640 830 129.7 19.0 640 640

1 323 324 4 406 410 -86 -21.0 4.2 4 406 410

4 320 324 2 271 273 51 18.7 4.2 2 271 273

7 2,785 2,792 11 1,977 1,988 804 40.4 36.1 11 1,977 1,988

「第三次産業」の内訳

区分 業種割合

死亡 休業 合計 死亡 休業 合計 増減数 増減率 （％） 死 亡 休業 合計

4 1,126 1,130 3 1,002 1,005 125 12.4 14.6 3 1,002 1,005

うち 小売業 2 910 912 2 812 814 98 12.0 11.8 2 812 814

41 41 51 51 -10 -19.6 0.5 51 51

4 4 1 1 3 300.0 0.1 1 1

160 160 145 145 15 10.3 2.1 145 145

61 61 77 77 -16 -20.8 0.8 77 77

1,470 1,470 640 640 830 129.7 19.0 640 640

うち 社会福祉施設 771 771 461 461 310 67.2 10.0 461 461

うち 医療保健業 677 677 159 159 518 325.8 8.8 159 159

1 323 324 4 406 410 -86 -21.0 4.2 4 406 410

うち 飲食店 1 142 143 167 167 -24 -14.4 1.8 167 167

うち 旅館業 89 89 2 113 115 -26 -22.6 1.2 2 113 115

うち ゴルフ場 38 38 2 48 50 -12 -24.0 0.5 2 48 50

3 454 457 1 422 423 34 8.0 5.9 1 422 423

4 320 324 2 271 273 51 18.7 4.2 2 271 273

うち 警備業 1 91 92 1 59 60 32 53.3 1.2 1 59 60

12 3,959 3,971 10 3,015 3,025 946 31.3 51.3 10 3,015 3,025

業種別労働災害発生状況　その２
令和2年1月1日～令和2年12月31日

令 和 ２ 年 令 和 元 年 対 前 年 令和元年確定

業種別

農業

畜産業

金融・広告業

映画・演劇業

通信業

教育・研究業

保健衛生業

接客娯楽業

その他の事業

接客・娯楽業

合計

令 和 ２ 年 令 和 元 年 対 前 年 令和元年確定

業種別

商業

清掃・と畜業

その他の事業

合計

金融・広告業

映画・演劇業

通信業

教育・研究業

保健・衛生業
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構成比 構成比

（％） （％） 増減数 増減率 増減数 増減率

全 産 業 51 ( 18 ) 100.0 62 ( 11 ) 100.0 -11 -17.7 -18 -35.3

製 造 業 6 ( 1 ) 11.8 10 ( 1 ) 16.1 -4 -40.0 -4 -44.4

鉱 業 1 ( ) 2.0 ( ) 1         － 1         －

建 設 業 14 ( 4 ) 27.5 20 ( 1 ) 32.3 -6 -30.0 -9 -47.4

交 通 運 輸 事 業 3 ( 2 ) 5.9 2 ( 1 ) 3.2 1 50.0

陸上貨物運送事業 6 ( 4 ) 11.8 6 ( 2 ) 9.7 -2 -50.0

港 湾 運 送 業 ( ) ( )         －         －

林 業 4 ( ) 7.8 8 ( 1 ) 12.9 -4 -50.0 -3 -42.9

そ の 他 の 事 業 17 ( 7 ) 33.3 16 ( 5 ) 25.8 1 6.3 -1 -9.1

（注）１．本統計は死亡災害報告に基づき、上記期間について集計したものである。

　　　２．死亡者数欄の（　）内は、交通事故による死亡者数で、内数である。

　　　３．本年については集計期間中の速報件数であり、昨年については集計期間中の確定件数である。

令和２年における死亡災害発生状況　[確定]
令和2年1月1日～令和2年12月31日

令 和 ２ 年 令 和 元 年 同 期 対 前 年 比 較

業　種 死亡者数 死亡者数
全件数 交通事故を除く
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構成比 構成比

（％） （％） 増減数 増減率 増減数 増減率

そ の 他 の 事 業 17 ( 7 ) 100.0 16 ( 5 ) 100.0 1 6.3 -1 -9.1

小売業 2 ( 1 ) 11.8 2 ( 1 ) 12.5

医療保健業 ( ) ( )         －         －

社会福祉施設 ( ) ( )         －         －

清掃・と畜業（ビルメン
テナンス業を除く）

2 ( 1 ) 11.8 1 ( ) 6.3 1 100.0

ビルメンテナンス業 1 ( ) 5.9 ( ) 1         － 1         －

ゴルフ場の事業 ( ) 2 ( ) 12.5 -2 -100.0 -2 -100.0

警備業 1 ( 1 ) 5.9 1 ( 1 ) 6.3         －

農業・畜産業 2 ( 1 ) 11.8 5 ( 1 ) 31.3 -3 -60.0 -3 -75.0

水産業 3 ( ) 17.6 1 ( ) 6.3 2 200.0 2 200.0

その他 6 ( 3 ) 35.3 4 ( 2 ) 25.0 2 50.0 1 50.0

（注）１．本統計は死亡災害報告に基づき、上記期間について集計したものである。

　　　２．死亡者数欄の（　）内は、交通事故による死亡者数で、内数である。

　　　３．本年については集計期間中の速報件数であり、昨年については集計期間中の確定件数である。

令和２年における死亡災害発生状況（その他の事業の内訳）
令和2年1月1日～令和2年12月31日

令 和 ２ 年 令 和 元 年 同 期 対 前 年 比 較

業　種 死亡者数 死亡者数
全件数 交通事故を除く
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1月 1 1 3 3 1 1 5 5
2月 1 2 3 6 1 1 1 2 6 11

31 3月 1 3 1 7 2 3 1 1 3 5 8 19
年 4月 1 4 1 8 1 4 1 2 1 6 5 24

5月 4 1 9 4 2 4 1 7 4 28
6月 4 1 10 4 2 6 2 9 5 33
7月 4 1 11 1 5 1 1 1 7 1 10 5 38
8月 1 5 11 5 1 7 1 11 2 40

元 9月 1 6 2 13 5 1 7 11 3 43
10月 2 8 3 16 1 6 1 7 2 13 8 51

年 11月 1 9 2 18 6 1 2 7 1 1 2 15 7 58
12月 1 10 2 20 6 2 1 8 1 15 4 62
1月 2 2 1 1 1 1 4 4
2月 1 3 1 1 1 2 3 4 8

3月 1 1 3 1 1 1 1 3 6 5 13
4月 1 2 1 1 3 1 1 1 6 1 14
5月 2 1 1 4 1 1 2 1 6 2 16

6月 2 1 2 6 1 1 3 1 6 3 19
２ 7月 2 1 1 7 1 3 1 2 8 3 22

8月 1 3 1 7 1 1 2 3 3 1 2 8 5 27
年 9月 3 1 2 9 1 3 2 2 3 1 3 8 5 32

10月 2 5 1 1 10 1 3 2 3 3 1 9 4 36
11月 1 6 1 1 1 1 11 2 3 3 2 3 3 9 5 41
12月 6 1 1 3 14 1 4 3 2 1 4 3 5 14 10 51

件 数 -1 -4 ±0 1 ±0 ±0 ±0 1 1 -6 1 -2 ±0 1 ±0 2 ±0 ±0 ±0 -4 ±0 2 5 -1 6 -11
百 分 率 -100.0 -40.0 ±0 - ±0 ±0 ±0 - 50.0 -30.0 - -33.3 ±0 50.0 ±0 - ±0 ±0 ±0 -50.0 ±0 200.0 - -6.7 150.0 -17.7

令
 

和

令和２年　死亡災害発生状況
令和2年1月1日～令和2年12月31日

業種別 1号 2号 3号 4号 5号 6-2号 7-2号

そ の 他
の 事 業

合 計

年別

製 造 業
う ち 木 材 木
製品製造業

鉱山保安法
適 用 事 業

土石採取業 建 設 業
道 路 貨 物
運 送 業

そ の 他 の
運 輸 業

陸 上 貨 物
取 扱 業

港湾運送業 林 業 水 産 業

平成22年 5 22 15 1 3 1 11 9 27 94

平成23年 4 1 3 10 14 1 1 5 6 21 65

平成24年 8 27 10 1 1 4 4 28 83

平成25年 6 1 22 7 2 1 4 4 17 64

平成26年 4 1 22 6 2 4 6 20 65
平成27年 7 2 25 10 3 1 4 12 65

平成28年 7 1 30 13 1 5 2 18 77

平成29年 8 2 23 10 2 5 5 26 81
平成30年 11 1 63

区分 当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

17 11
当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

182 6
累

計

当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

対 前 年
同 期 比

当
月
分

累

計
月別

年別

当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

当
月
分

平
成

令
 

和

1

当
月
分

累

計
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業種番号 1 3 6-2 7-2 11 12 13 14 15 16 17 21 22 23 31 32 33 34 35 36 37 39 41 51 52 61 71 91 92 99

事

故

の

型

番

号

業 種

事故の型

製

造

業

鉱

山

土

石

採

取

業

建

設

業

道

路

貨

物

運

送

業

そ

の

他

の

運

輸

業

陸

上

貨

物

取

扱

業

港

湾

運

送

業

林

業

水

産

業

そ

の

他

の

事

業 計

起
因
物

原

動

機

動

力

電

動

機

木

材

加

工

機

械

建

設

用

等

機

械

金

属

加

工

用

機

械

一

般

動

力

機

械

車

両

系

木

材

伐

出

機

械

等

動

力

ク

レ

ー

ン

等

動

力

運

搬

機

乗

物

圧

力

容

器

化

学

容

器

溶

接

装

置

炉

・

窯

等

電

気

設

備

人

力

機

械

工

具

等

用

具

そ

の

他

の

装

置

設

備

仮

設

物

・

建

築

物

・

構

築

物

等

危

険

物

・

有

害

物

等

材

料

荷

自

然

環

境

等

そ

の

他

の

起

因

物

起

因

物

な

し

分

類

不

能

1 墜落、転落 4 1 1 6 1 1 3 1

2 転倒 2 2 1 1

3 激突

4 飛来、落下 1 1 1

5 崩壊、倒壊 1 1 2 1 1

6 激突され 1 1 2 2 6 1 1 1 1 2

7 はさまれ、巻き込まれ 2 4 1 1 8 2 5 1

8 切れ、こすれ

9 踏抜き

10 おぼれ 1 1 2 2

11 高温、低温の物との接触 1 1 1

12 有害物等との接触

13 感電

14 爆発

15 破裂

16 火災

17 交通事故(道路) 1 4 2 2 2 7 18 9 9

18 交通事故(その他) 1 1 1

19 動作の反動・無理な動作

90 その他 1 1 2 4 2 2

99 分類不能

6 1 14 4 3 2 4 3 14 51 3 15 11 1 1 1 3 2 1 8 2 3合 計

令和２年　業種別・事故の型別・起因物別死亡災害発生状況
令和2年1月1日～令和2年12月31日

2 4 5 起因物番号
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業種別 3号 6-2号 7-2号

署別

製 造 業
う ち 木 材 木
製品製造業

鉱山保安法
適 用 事 業

土石採取業 建 設 業
道 路 貨 物
運 送 業

そ の 他 の
運 輸 業

陸 上 貨 物
取 扱 業

港湾運送業 林 業 水 産 業

札幌中央 1 4 2 2 9

札 幌 東 1 1 1 3 6

函 館 2 2

小 樽 1 1

岩 見 沢 1 1

旭 川 1 1

帯 広 2 1 1 4

滝 川 2 2

北 見 3 1 2 3 8

室 蘭 2 2 4

釧 路 2 2 2 6

名 寄 1 1

留 萌

稚 内 1 1

浦 河 1 1

苫 小 牧 1 1 2

倶 知 安 2 2

計 6 1 1 14 4 3 2 4 3 14 51

令和２年　署別・業種別死亡災害発生状況
令和2年1月1日～令和2年12月31日

1号 2号 4号 5号

そ の 他
の 事 業

合 計
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業種別

署別

計

食

料

品

製

造

業

木

材

・

家

具

紙

・

印

刷

窯

業

土

石

製

品

金

属

・

機

械

そ

の

他

製

造

業

鉱

山

土

石

採

取

業

計

土

木

工

事

業

建

築

工

事

業

木

造

建

築

業

そ

の

他

建

設

業

計

道
路
貨
物
運
送
業

陸
上
貨
物
取
扱
業

計

小

売

業

そ

の

他

商

業

1,138 100 55 4 7 1 18 15 2 117 20 64 13 20 68 141 130 11 6 240 188 52 89 41 105 229

1,360 125 62 7 2 31 23 2 114 23 57 18 16 58 134 114 20 1 1 257 194 63 151 47 112 358

1,377 214 114 7 3 3 45 42 193 42 95 13 43 80 215 194 21 244 193 51 114 41 93 183

1,550 190 116 2 1 4 34 33 162 57 70 21 14 70 208 185 23 287 223 64 176 31 100 326

439 87 55 10 3 13 6 3 75 25 36 8 6 15 39 37 2 5 24 49 37 12 35 10 31 66

584 123 78 13 2 2 20 8 1 104 51 27 14 12 12 56 56 6 35 92 82 10 37 8 24 86

217 45 27 3 1 6 8 21 7 8 4 2 5 16 14 2 1 1 2 34 33 1 18 4 24 46

229 61 40 1 2 4 14 1 16 9 4 2 1 4 27 25 2 5 1 25 21 4 27 2 11 49

232 41 14 2 2 6 8 9 2 39 15 5 15 4 6 20 20 4 25 22 3 15 3 20 57

263 51 16 4 1 10 14 6 3 44 21 8 9 6 2 27 27 34 32 2 29 4 15 54

564 92 38 24 4 4 6 16 4 80 23 36 12 9 11 66 66 4 103 88 15 42 18 35 109

735 95 43 16 3 1 19 13 59 21 18 15 5 9 63 63 6 94 75 19 112 9 43 245

518 88 51 6 2 5 11 13 3 75 22 33 9 11 8 57 55 2 2 27 65 51 14 22 11 19 141

561 94 67 5 1 2 8 11 6 76 23 22 17 14 9 58 58 17 3 55 43 12 53 10 22 158

176 40 11 6 1 1 10 11 1 37 27 9 1 2 17 16 1 1 19 14 5 12 3 11 33

151 26 6 2 1 2 8 7 1 25 14 9 2 8 8 7 1 1 24 18 6 10 1 10 37

344 80 52 16 2 5 5 1 55 17 23 13 2 5 37 35 2 18 26 28 26 2 20 3 13 58

363 66 44 11 1 2 6 2 48 22 19 3 4 6 38 36 2 10 23 53 44 9 22 5 18 74

214 21 5 1 11 4 39 10 17 4 8 6 17 17 1 39 31 8 20 10 18 43

229 25 9 1 11 4 1 36 5 19 7 5 5 17 17 1 2 1 39 34 5 39 1 18 44

448 91 51 5 1 3 14 17 2 60 13 27 12 8 6 45 45 4 9 33 61 51 10 27 4 22 84

475 73 38 8 2 3 5 17 1 75 20 21 21 13 14 61 61 6 7 31 54 48 6 35 3 29 86

143 38 17 7 3 2 2 7 3 17 7 6 4 3 8 7 1 5 18 14 13 1 6 2 1 28

176 44 18 10 2 3 2 9 1 25 14 5 2 4 18 18 14 11 13 12 1 8 3 8 31

53 12 6 2 4 12 6 5 1 1 2 2 5 4 3 1 2 4 11

61 15 11 1 3 9 3 5 1 7 7 3 6 5 5 2 1 7 6

108 20 12 1 4 3 19 8 9 1 1 1 8 8 9 11 9 9 2 1 3 25

94 23 18 1 3 1 10 5 3 1 1 1 8 7 1 3 14 11 9 2 4 1 4 15

163 8 3 1 1 3 2 10 3 5 2 2 2 6 10 4 3 1 4 1 3 113

185 11 5 1 1 1 3 2 15 4 5 4 2 6 6 2 14 8 8 6 1 1 119

494 110 42 6 4 11 20 27 1 59 21 21 12 5 20 77 73 4 10 3 1 54 45 9 31 13 19 96

596 104 28 15 5 8 23 25 3 57 17 24 6 10 14 86 81 5 6 7 4 66 54 12 54 15 28 152

115 17 12 2 1 2 30 13 15 2 2 4 4 3 2 13 7 6 2 2 2 38

123 18 10 2 1 1 4 1 28 11 12 3 2 2 7 7 1 1 13 10 3 6 1 7 38

6,743 1,104 565 98 30 44 175 192 24 938 279 414 124 121 239 771 725 46 17 102 132 1,005 814 191 461 167 423 1,360

7,735 1,144 609 91 29 42 190 183 23 903 320 328 144 111 214 829 775 54 18 81 144 1,130 912 218 771 143 457 1,878

（注）本統計は死傷病報告による死傷件数である。上段は前年、下段は当年である。

令和２年　署別・業種別死傷災害発生状況
令和2年1月1日～令和2年12月31日

全
産
業
合
計

製 造 業 鉱　　業 建 設 業 交

通

運

輸

事

業

対

前

年

比

増

減

率

札幌中央 19.5%

飲

食

店

清

掃

・

と

蓄

業

左

記

以

外

の

事

業

札 幌 東 12.6%

函 館 33.0%

水

産

業

商 業 社

会

福

祉

施

設

陸上貨物運送事業
港

湾

運

送

業

林

業

小 樽 5.5%

岩 見 沢 13.4%

旭 川 30.3%

帯 広 8.3%

滝 川 -14.2%

北 見 5.5%

室 蘭 7.0%

釧 路 6.0%

名 寄 23.1%

留 萌 15.1%

稚 内 -13.0%

浦 河 13.5%

苫 小 牧 20.6%

倶 知 安 7.0%

合 計 14.7%

対前年比
増 減 率

14.7% 3.6% 7.8% -7.1% -3.3% -4.5% 8.6% -4.7% -4.2% -3.7% 14.7% -20.8% 16.1% -8.3% -10.5% 7.5% 6.9% 17.4% 5.9% -20.6% 9.1% 12.4% 12.0% 14.1% 67.2% -14.4% 8.0% 38.1%



北海道労働局
業種番号 1 3 6-2 7-2 11 12 13 14 15 16 17 21 22 23 31 32 33 34 35 36 37 39 41 51 52 61 71 91 92 99

事

故

の

型

番

号

業 種

事故の型

製

造

業

鉱

業

土

石

採

取

業

建

設

業

道

路

貨

物

運

送

業

そ

の

他

の

運

輸

交

通

業

陸

上

貨

物

取

扱

業

港

湾

運

送

業

林

業

水

産

業

そ

の

他

の

事

業 計

起
因
物

原

動

機

動

力

電

動

機

木

材

加

工

機

械

建

設

用

等

機

械

金

属

加

工

用

機

械

一

般

動

力

機

械

車

両

系

木

材

伐

出

機

械

等

動

力

ク

レ

ー

ン

等

動

力

運

搬

機

乗

物

圧

力

容

器

化

学

容

器

溶

接

装

置

炉

・

窯

等

電

気

設

備

人

力

機

械

工

具

等

用

具

そ

の

他

の

装

置

設

備

仮

設

物

・

建

築

物

・

構

築

物

等

危

険

物

・

有

害

物

等

材

料

荷

自

然

環

境

等

そ

の

他

の

起

因

物

起

因

物

な

し

分

類

不

能

1 墜落・転落 137 12 283 243 14 10 3 6 15 474 1197 33 10 5 10 296 13 4 303 23 408 1 7 19 62 3

2 転倒 297 3 133 158 79 11 3 7 23 1,288 2002 6 10 1 2 34 46 1 3 75 98 24 881 21 38 709 14 39

3 激突 50 1 29 42 4 4 3 1 11 140 285 10 7 1 2 43 15 1 28 36 19 85 6 14 14 2 2

4 飛来・落下 50 2 85 28 1 1 15 9 93 284 1 8 6 13 1 9 17 2 1 1 20 41 17 14 1 69 40 21 1 1

5 崩壊・倒壊 20 14 11 2 10 1 22 80 1 3 7 1 4 5 3 7 20 17 12

6 激突され 41 1 35 40 3 1 16 5 212 354 1 21 12 2 11 38 16 42 28 5 9 11 18 118 13 9

7 はさまれ・巻き込まれ 233 4 116 67 8 10 6 4 42 243 733 7 20 30 32 146 2 30 134 35 1 42 45 29 38 35 45 60 2

8 切れ・こすれ 124 66 4 2 2 16 2 190 406 86 21 84 1 3 142 27 2 5 26 5 4

9 踏抜き 9 1 6 16 1 8 7

10 おぼれ 1 1 1 3 1 2

11 高温・低温の物との接触 40 12 2 2 1 1 52 110 1 8 1 1 2 8 6 2 9 33 1 4 7 2 25

12 有害物等との接触 17 1 3 21 20 1

13 感電 4 2 2 8 2 3 3

14 爆発 2 1 3 1 1 1

15 破裂 1 1 1 3 1 1 1

16 火災 1 1 2 4 1 1 1 1

17 交通事故(道路) 10 46 46 61 2 1 6 140 312 3 64 230 4 11

18 交通事故(その他) 1 3 4 1 2 1

19 動作の反動・無理な動作 101 61 129 32 12 1 3 25 720 1084 1 1 4 6 38 20 27 28 8 149 20 143 112 29 497 1

90 その他 15 9 4 8 2 1 786 825 1 1 2 1 17 784 19

99 分類不能 1 1 1

1144 23 903 775 214 54 18 81 144 4379 7735 2 7 109 118 60 298 12 68 676 381 3 10 9 8 390 621 165 1606 30 232 341 1170 847 571 1合          計

令和２年　業種別・事故の型別・起因物別死傷災害発生状況
令和2年1月1日～令和2年12月31日

2 4 5 起因物番号



令和２年　製造業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 4 21時台

木
材
・
木
製
品
製
造
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

2
2
9

動
力
運
搬
機

　被災者は、製材工場の合板製造ラインにおいて、厚さ１２ｍｍの合板を規定
のサイズ（９２１ｍｍ×１８１８ｍｍ）にカットする工程の作業に従事中、オート
フィーダーと呼ばれる木材搬送装置（合板をベルトコンベヤーに全自動で供給
する装置）の可動部と本体フレームの間に上半身を挟まれたもの。

2 8 14時台

そ
の
他
の
製
造
業

10
人
未
満

高
温
・
低
温
の
物
と
の

接
触

7
1
5

環
境
等

　被災者は事業場敷地内にて、同僚１名と動物の原皮をパレットに乗せる作業
をしていたところ、作業中に顔色が悪くなった為、同僚が休憩を指示し、休憩室
まで歩いている途中で倒れ、救急搬送されたが病院で熱中症による死亡が確
認された。

2 10 0時台

食
料
品
製
造
業

30
人
以
上
49
人

お
ぼ
れ

7
1
3

環
境
等

　被災者は単独で、ローミルクタンクの天井部分（高さ３．８ｍ）で、撹拌装置の
注油作業を行っていたところ、行方不明となり、同タンク内で発見されたもの。

2 10 11時台

食
料
品
製
造
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は、近隣農家の畑に肥料をまくため、肥料用タンクローリーを運転し、
踏切を横断しようとしていたところ、列車と衝突したもの。

2 11 7時台

食
料
品
製
造
業

50
人
以
上
99
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

2
2
4

動
力
運
搬
機

 　被災者は、 同僚とともにビート運搬用ベルトコンベヤー下の泥の堆積状況
の目視点検を行っていたところ、同コンベヤーの下部ローラーとベルトの間に
右肩を挟まれている状態で発見されたもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　建設業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 1 9時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

3
9
1

そ
の
他
の
装
置
・
設
備

　被災者は、同僚１名と集塵機上の清掃及び足場の設置・解体作業のため、７
階レベルのマンホールから集塵機内に入場し　集塵機の梁材上に設置した足
場板や単管を撤去後、次の作業を行うため、梁材の上で待機していた時、４階
レベルの集塵機の屈曲部まで約１７ｍ墜落したもの。

2 1 10時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は、工事現場の土砂を運搬するためダンプトラックを運転し、場外の
土砂置場に荷降ろした後、空荷で当該工事現場に向かって国道を走行中、交
差点の手前で右車線を走行していたダンプトラックと接触し、赤信号で停車し
ていた同僚のダンプトラックに追突したもの。

2 2 15時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

2
2
3

動
力
運
搬
機

　被災者は、河川改修工事の放水路トンネル内において、停止中の電気機関
車のセグメント台車に装備されている充電式前照灯のバッテリーを取り外して
いる際に、他の電気機関車が切羽方向から同一軌道内に進入してきたため、
セグメント台車と電動機関車との間に挟まれたもの。

2 5 14時台

土
木
工
事
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

1
4
6

建
設
用
等
機
械

　被災者は、ずい道建設工事の切羽後方において、高所作業車により、ずい
道の延伸に伴う工事用照明の追加作業を単独で行っていたところ、高所作業
車のバケットとトンネルの天端の間にはさまれた状態で発見されたもの。

2 6 12時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

激
突
さ
れ

1
4
2

建
設
用
等
機
械

　上水道の配水弁室の新設工事において、４名の作業者が深さ約３．４ｍの立
坑内で掘削作業に従事していたところ、地上部で同立坑の掘削を行っていたド
ラグ・ショベルが運転操作を誤り、立坑内に転落し、被災者が下敷きとなったも
の。

2 6 13時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

4
1
5

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物
等

　被災者はスキー場のリフト乗り場の床板張り替え作業のため、床板を取り外
し、根太材に上がったところ、根太材が折れて４．４ｍ下の地山に墜落したも
の。

2 7 11時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

4
1
1

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物
等

　被災者は、ＲＣ造１０階建て集合住宅の改修工事現場において、足場組み立
て作業中に足場３層目の妻側より５．８ｍ墜落したもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　建設業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 9 11時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

崩
壊
・
倒
壊

5
2
1

材
料

　被災者は鉄骨造平屋建ての新築工事現場において、梁の地組作業中に梁
材（Ｈ鋼／重さ５．２ｔ）の中央部を油圧ジャッキで持ち上げていたところ、梁が
被災者の方に倒れて、下敷きになったもの。

2 9 8時台

そ
の
他
の
建
設
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込

ま
れ

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は同僚２名と工事現場の交通警備業務に従事中、通過車両の誘導
中に後退してきた工事業者のトラックに轢かれたもの。

2 10 14時台

土
木
工
事
業

100

人
以
上
299

人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は抗口から５０メートル付近のトンネル坑内を切羽に向かって歩行
中、ズリ出しのため坑外からトンネル内に後退で進入してきた１０トンダンプト
ラックに轢かれ被災したもの。

2 11 16時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

4
1
1

仮
設
物
・
建
築
物
・
構
築
物
等

　被災者は、ＲＣ造４階建て共同住宅の新築工事現場に設置された一側足場
（作業箇所の高さ９ｍ）において、モルタルの充填作業を行っていたが、足場下
の地面に倒れている状態で発見されたもの。

2 12 6時台

そ
の
他
の
建
設
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　社有車にて現場に向かう途中、前方車が蛇行運転したので衝突回避のため
ハンドル操作したところスリップし、土手に衝突後、後方車両とも衝突、それに
より後部座席に乗車していた被災者が車外に投げ出され死亡、他の同乗者２
名が負傷したもの。
　なお、路面はブラックアイスバーン状態になっていた。

2 12 16時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者は、工事現場から現場事務所へ向かうため、国道脇を歩行中、走行
する乗用車に轢かれたもの。

2 12 10時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　工事現場の作業が終了し会社に戻るため、トラックにて高速道路を走行中、
路肩のガードレールなどに衝突し、助手席の同乗者が死亡、他の同乗者２名
が負傷したもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　陸上貨物運送事業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 8 16時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　トラック（以下Ａ）は片側一車線の直線国道上を走行中、対向車線を走行して
いたトレーラー（以下Ｂ）が迫っている時にＡの前方を走行していた乗用車を追
い越したため、対向車線のＢが右にハンドルを切り、対向車線にはみ出し、Ａも
本来の走行車線に戻ったため衝突し、Ａの助手席にいた労働者が死亡したも
の。

2 9 7時台

陸
上
貨
物
取
扱
業

30
人
以
上
49
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者ら４名は、埠頭に停泊中のスクラップ運搬船にスクラップを積込む作
業に従事するため、社有車にて埠頭で待機中、日差しを避けるため同運搬船
の日陰に後退で移動中に、岸壁から海中に転落したもの。
　運転席以外にいた労働者３名は自力で車から脱出したが、運転席の労働者
と脱出したうち１名が溺死したもの。

2 9 7時台

陸
上
貨
物
取
扱
業

30
人
以
上
49
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　同上

2 11 8時台

道
路
貨
物
運
送
業

30
人
以
上
49
人

激
突
さ
れ

3
6
2

人
力
機
械
工
具
等

　被災者は、配送先事業場の搬入口付近にトラックを停車させ、荷台に積んで
あったロールボックスパレット(積載荷重約300Kg)をテールゲートリフターで地
上に下ろし、地上部から搬入口に敷いた合板上を移動させていたところ、当該
パレットが倒れ、下敷きとなったもの。

2 11 10時台

道
路
貨
物
運
送
業

30
人
以
上
49
人

は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ

2
3
1

乗
物

　被災者は、事務所前に停めた自家用車を所定の駐車位置まで移動させよう
と、運転席から身を乗り出して後退させていたところ、運転席から誤って転落
し、自車に轢かれたもの。

2 12 6時台

道
路
貨
物
運
送
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は、タンクローリーを運転して国道を走行中、対向してきた大型トレー
ラーがスリップし対向車線にはみ出し衝突したもの。
　なお、事故当時路面は凍結していた。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　林業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 1 15時台
林
業

10
人
以
上
29
人

激
突
さ
れ

7
1
2

環
境
等

　被災者は、国有林内で同僚４名とチェーンソーを用いて、それぞれの
持ち場で伐木作業を行っていた。近くで作業をしていた同僚が被災者の
チェーンソーが転がっているのを見つけ様子を見に行ったところ、伐倒
木（樹種：トドマツ、樹高：約２０ｍ、胸高直径：２６ｃｍ）の下敷きになって
いる被災者を発見した。

2 5 14時台
林
業

10
人
未
満

激
突
さ
れ

7
1
2

環
境
等

　被災者は、農地の防風林伐開作業において、樹高約２４．４ｍのヤチダモを
伐倒していたところ、幹が裂けて跳ね上がり、頭部に激突したもの。

2 6 10時台
林
業

10
人
未
満

崩
壊
・
倒
壊

7
1
2

環
境
等

　被災者は、民有林の皆伐現場において、チェーンソーを使用してカラマツA
（胸高直径３７ｃｍ、樹高２５ｍ）の伐倒作業を行っていたところ、当該木の上方
が別のカラマツB（胸高直径２０ｃｍ、樹高１７ｍ）とつる絡みとなっていたためカ
ラマツAが倒れた際にカラマツBも根むくれしていたため同時に倒れ、被災者が
カラマツBの下敷きとなったもの。

2 12 0時台
林
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

7
1
2

環
境
等

　被災者は、単独で民有林の枝打ち作業を行っていた。
　後日、立木（トウヒ、胸高直径１９．１ｃｍ）のそばで倒れているのを同僚に発
見されたもの。
　なお、立木には高さ１．１ｍの脚立が立掛けられていた。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 1 13時台

清
掃
・
と
畜
業

50
人
以
上
99
人

転
倒

7
1
9

環
境
等

　被災者は、昼休憩の時間となり自宅に帰るため、管理業務を行っていた施設
の駐車場を歩いているときに圧雪アイスバーンの地面で滑って転倒し、後頭部
を打った。その後、昼食をとってから業務へ復帰したが、業務交代時に同僚が
トイレで倒れている被災者を発見し、病院へ搬送したが後日死亡したもの。

2 2 11時台
小
売
業

30
人
以
上
49
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者は、営業活動のため社有車を運転し国道を走行中、カーブで対向車
の大型トラックと衝突したもの。
　なお、事故当時路面は凍結していた。

2 3 15時台

そ
の
他
の
事
業

30
人
以
上
49
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者は道道の路面補修工事において、交通誘導を行っていた。工事終了
後、交通誘導を行いながら路上にあった交通規制資材の撤去中に、第三者の
運転するワゴン車にはねられたもの。

2 3 12時台
卸
売
業

30
人
以
上
49
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者は、自宅から社有車を運転して営業先に向かう途中、国道を走行中
に対向車線にはみ出し、対向してきたトラックと正面衝突したもの。

2 3 8時台

そ
の
他
の
事
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者は、本社から支店に行くため社有車を運転していたところ、町道の交
差点において、一時停止標識を無視して同交差点内に進入してきた乗用車と
衝突したもの。

2 3 23時台
水
産
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
そ
の
他

）

2
3
9

乗
物

　被災者は、令和２年３月にえび籠漁の投籠のために他の乗組員とともに漁船
で漁場へ向かう途中に海中に転落し、行方不明となり、約３か月後に遺体が発
見されたもの。

2 7 13時台

そ
の
他
の
事
業

10
人
未
満

墜
落
・
転
落

3
7
1

用
具

　被災者は、管理施設の敷地内において、ボイラーの燃料タンクへ燃料（木質
ペレット）を補充するため、燃料を入れた袋（約７Ｋｇ）を抱えながら、当該タンク
に据付けられている垂直はしごを上っていたところ、体勢を崩し約２．８ｍ墜落
したもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 7 11時台
畜
産
業

10
人
未
満

激
突
さ
れ

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は牧草の収穫作業中、ダンプトラックがぬかるみにタイヤを取られた
ため、ハーベスターによりダンプトラックを牽引していたところ、ハーベスターと
ダンプトラックの間にいた被災者が挟まれたもの。

2 8 10時台
水
産
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込

ま
れ

1
4
1

建
設
用
等
機
械

　漁港において５名で昆布の洗浄作業を行っていたところにトラクター・ショベ
ルが暴走して突っ込み、労働者２名を含む計４名の作業者が被災し、うち労働
者１名が死亡したもの。

2 8 5時台

鉄
道
・
軌
道
・
水
運
・

航
空
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は同僚１名と工事現場から事務所に戻るため、２ｔトラックで国道を走
行中、対向車線を走行していた大型トレーラーと正面衝突し、トラックに乗車し
ていた２名が全身を強く打ち死亡。大型トレーラーの運転手１名も負傷したも
の。

2 8 5時台

鉄
道
・
軌
道
・
水
運
・

航
空
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　同上

2 9 3時台
水
産
業

10
人
未
満

お
ぼ
れ

7
1
3

環
境
等

　被災者は漁船後部甲板で投下する網を広げる作業を行っていたところ、海中
に転落したたもの。

2 11 7時台

土
石
採
取
業

10
人
未
満

飛
来
・
落
下

5
2
3

材
料

　被災者はホッパーの内部において、電動工具を用いて凍り付いた砕石を砕く
作業を行っていたところ、別会社の作業員がトラクター・ショベルでホッパー上
部より石を投入したことにより、被災者が石に埋まったもの。

2 12 18時台
畜
産
業

30
人
以
上
49
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
2

動
力
運
搬
機

　被災者は、市道上をフォークリフトを運転して、鉄製の箱に入った廃棄物を運
搬していたところ、路外に横転しフォークリフトの下敷きになった。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

2 12 14時台

そ
の
他
の
事
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

2
3
1

乗
物

　被災者は商品の配送のため社有車（ワゴン車）を運転し札幌方向に国道を走
行中、対向車線側の路外にはみ出し、そのまま道路脇の畑に横転したもの。
　現場は片側１車線の直線道路で、路面は圧雪アイスバーンであった。

2 12 13時台
卸
売
業

10
人
以
上
29
人

激
突
さ
れ

6
1
1

荷
　被災者はトラッククレーンの荷台上で、資材倉庫２階から投下された断熱材
(重さ約１５．７ｋｇ)を荷台上に並べる作業を行っていたところ、投下された断熱
材が荷台上で跳ね上がって被災者に激突し、荷台上から墜落したもの。

2 12 9時台

清
掃
・
と
畜
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
道
路

）

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は、古紙回収の作業中、国道を横断したところ走行中のトラックには
ねられたもの。

2 12 13時台

清
掃
・
と
畜
業

10
人
以
上
29
人

転
倒

9
2
1

起
因
物
な
し

　被災者は、空き瓶の分別作業に従事していたところ、めまいを起こして仰向
けに倒れ、コンクリートの床に後頭部を打ちつけ、後日容態が急変し死亡した
もの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



死亡労働災害の概要(令和３年３月把握分)

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

令和３年３月末時点で把握した死亡災害はありません。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和２年　有害物質による急性中毒等発生状況

【確定】

№
発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

2 件
0 件
0 件
0 件
0 人
0 人
2 人
1 人

一酸化炭素中毒

合計

被災者数

発生件数 2

3

内訳

内訳

酸素欠乏症
硫化水素中毒

不　　休
休業４日未満
休業４日以上

死　　亡
その他の中毒

災害の状況

北海道労働局 

30
人
以
上
49
人

パン焼成作業を行うに際し、排気設備や換気扇を稼働させずに窓を閉め切ったままガス
オーブンを使用したため、これが不完全燃焼を起こし、被災者２名が一酸化炭素中毒に
り患したもの。

［一酸化炭素中毒：被災者２人（休業４日未満１人、不休１人)］

1 2 2 11時台
畜
産
業

10
人
未
満

被災者が、乳牛の搾乳小屋の床をエンジン式の高圧洗浄機で洗浄していたところ、一
酸化炭素中毒により意識を失い倒れたもの。

［一酸化炭素中毒：被災者1人（休業４日未満)］

2 2 10 4時台

食
料
品
製
造
業


